NEC Express 日 800/ 100シリーズ 
Exp 巧 ss 5800 /E110b-M 


導入編 


本製品や添付のソフトウェアの特長、導入の際に巧っておいていただきたい事柄じついて説 
明します。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読 
んで、正しくセットアップしてください。 

「特長」 （2 ぺ—ジ） 

本製品の特長や添付（または別売品）のソフトウェア、およびを種オプション 
とソフトウェアの組み合わせじよって実現できるシステム管理のための機能に 
ついて説明しています。 

r 導入にあたって」 （6 ページ） 

システムを構築する際に知っておいていただきたい事柄や、参考となるアドパ 
イスが記載されています。 

r お客様登録」 （9 ぺージ） 

お客様登録の方法について説明しています。 Express 5800シリーズ製品に関 
するさまざまな情報を入手できます。ぜひ登録してください。 

「セットアップを始める前に」 （10 ページ） 

セ、ソトアップの順唐を説明します。お使いじなるオペレーティングシステムや 
購入時の本体によつてもセットアツプの方法は異なります。 
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2 特長 


特長 

お買い求めになられた本製品の特長を次に示します。 


^ 性能 

• 省電カプ□セ、ソサ 

(インテル® Atom ™ プ□セ、ソサ N 450) 

• 高速1000 BASE - T インタフェース （1 Gbps 対応） x 2 
• 高速ディスクアクセス 
(Serial ATA 2) 


^0 信頼性 

• 温度お巧 
• 異常通が 
• 内部電圧監視機能 
• 崖体ファン回転監視機能 
• BIOS パスワード機能 



S 己診断機能 


ぐに使える 

• BT 0 (工場組み込み出荷）によりあらかじめ 
使用するオプションの取り付けを指をできます。 


守機能 

• オフライン保守ユーティリティ 


• SETUP ( BIOS セットアップユーティリテイ） 


Q 富な機能搭載 


• Power On Self-Test ( POST ) 

• システム診断ユーティリテイ 


B —タセンタに最適化されたサーバ 

• 3 U のエンク□ージャで20台、 42 U ラックで最大1撕〜240サーバ 
搭載可能な高密度設計 

• 環境温度40ででの動作をサポート 

• 低電力 AtomTM プ□セ、ソサーを操用し、一般的なデータセンタ 
環境 6 kVA / ラ、ソクでも240サーバ倍載が可能 

• 80 PLUS Golcl に対応した EcoPolAle ^ Gate^Alay (集中管理電源 
モジュール）により、最適な電力配分および冗長電源を 
サポート 

• 負荷に応じた電力最適化 

• 専有ホスティングでニーズの高いサーバ個々の保守/交換が 
可能 

• EXPRESSSC 0 PE ® エンジン2を標準搭載し、運用-資産管理を 
容易化 

• スライドタグによる資産管理の容易化 

• ワンタッチレールによる導入の容易化 


• ソフトウェア Power 日け 
• リモートパワーオン機能 
• AC リンク機能 
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サー八管理について 


本装置は、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。 

ハードウェア本体が提供する機能と、モジュールエンク□-ツャに添がされている ESMPRO 
などのソフトウェアが提供する監視機能との連携により、システムの障害を未然に防止また 
は早期に復旧することができます。 

各機能はそれぞれじ(下の八ードウエア、およびソフトウエアにより実現しています。 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウエア 

サーバ 管理 

サーバ 本体機能 

ESMPRO/ServerManager 

ネットワーク管理 

特になし 

WebSAM/Netvisor ネ 1 

リモート管理 

本体標準装備の EXPRESSSCOPE エン 
ジン2 (—部の機能の利用にはリモート 
マネージメント拡張ライセンスが必 
要） 

ESMPRO/ServerManager 


*1 オプション製品 
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ヴーパ管理 

モジュラーサーバ上には標準でシステム監視チップを搭載しており、サーバに内蔵されてい 
るじ(下のを種リソースを監視します。これらの八ードウェア機能とシステム管理用ソフト 
ウェア 「 ESMPRO / ServerManager 」 が連携し、サーパの稼動状況などを監視するとともに 
万一の障害発生時にはただちに管理者へ通報します。 

本装置での機能の使用可否は下記の表のとおりです。 

機能可否表 


機能名 

可否 

機能概要 

八ードウエア 


〇 

八ードウエアの物理的な情報を表示ずる機能です。 


メモリバンク 

〇 

メモリの物理的な情報を表示ずる機能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示ずる機能でず。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示ずる機能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能です。 

メモリの論理情報参照や状態監視をずる機能です。 

I / O デバイス 

〇 

I / O デバイス（フ □、ソ ピーディスクドライブ、シリアルポー 
卜、キーボード、マウス、ビデオ）の情報参照をずる機能で 
す。 

システム環境 


A 

温度、ファン、電圧、電源、ドアなどを監視する機能です。 


温度 

〇 

崖体内部の温度を監視する機能でず。 


フアン 

〇 

ファンを監視する機能です。 


電圧 

〇 

崖体内部の電圧を監視ずる機能です。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視ずる機能でず。 （ EcoPow が Gateway に 
てサポート） 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (崖体のカバー/ドアの開閉）を監視ず 
る機能でず。 

ソフトウェア 

〇 

サービス、ドライバ、 0 S の情報を参照ずる機能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク ( LAN ) に関する情報参照やパケット監視をず 
る機能です。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張バスデバイスの情報を参照する機能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照ずる機能です。 

□ーカルポーリング 

X 

ESMPRO / ServerAgent が取得する任意の MIB 項目の値を 
監視する機能です。 

ストレージ 

X 

八ードディスクドライブなどのストレージ機器やコント 
□ーラを監視ずる機能でず。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照や使用率監視をずる機能です。 

ディスクアレイ 

X 

RAID コント□ーラを監視ずる機能です。 

その他 


〇 

ウォッチドッグタイマによる 0 S ストール監視をする機能 

* ESMPRO / ServerManager の画面には 


です。 

表示されない機能です。 

〇 

0 S STOP エラー発生後の通報処理を行う機能です。 


〇:サポート A ;—部サポート X :未サポート 




ESMPRO / ServerManager はオプションの N 8141 -49 モジュールエンクロー 
ジャ （1 way ) に標準で添付されています。ソフトウェアのインストール方法 
や使用方法は、各ソフトウてアの説明を参照してください。 
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ネットワーク管理 

ESMPRO / ServerManager を使用することにより、モジュラーサーバじ内蔵されている 
LAN ポートの障害や、回線の負荷率等を監視することができます。 

また、別売の WebSAM / Netvisor を利用することにより、ネットワーク全体の管理を行うこ 
とができます。 


リモート管理 

本体標準装備の EXPRESSSCOPE エンジン2を使用することにより、 LAN / WAN を介した本 
体のリモート監視や管理をすることができます。 EXPRESSSCOPE エンジン2が提供する管 
理機能はじ(下のとおりです。 

♦ 温度/電圧の監視 

♦ 八ードウェア障害のシステムイベント□グ ( SEL ) 生ぶ機能 

♦ Web ブラウザを使用したリモート制御（本体装置のリセット、電源 ON / OFF 、 システム 
イベント□グ ( SEL ) の確認など） 

♦ リモート KVM 機能、リモートデバイス機能 

Web ブラウザを使用したリモート制御やリモート KVM 機能、リモートデバイス機能について 
は EXPRE % BUILDER 内の 「 EXPRES % COPE エンジン2ユーザーズガイド」を参照してく 
ださい。 

L ソ傲本書では EXPRESSSCOPE エンジン2のことを目 MC(Baseboard Management 
Controller ) と記載します。 





6 導入にあたって 


導入に友たつて 

本装置を導入するにあたって重要なポイントについて説明します。 

システム構築のポイント 

実際にセットアップを始める前に、じ(下の点を考慮してシステムを構築してください。 

装置に標準添付の 「 ESMPRO / ServerManager 」 を利用することにより、リモートからサー 
バの稼動状況や障害の監視を行い、 障害を事前に防ぐことや万一の場合に迅速に対応するこ 
とができます。 

運用の際は、 「 ESMPRO / ServerManager 」 を利用して、万一のトラブルからシステムを守 
るようムがけてください。 



なお、本装置に障害が発生した際に、 NEC フィールディング（株）がアラート通報を受信し 
て保守を行う「エクスプレス通報サービス ( MG ) J を利用すれば、低コストで 
Express 5800シリーズの障害監視-保守を行うことができます。 

「エクスプレス通報サービス （ MG )」 を利用することもご橫討ください。 
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システムの構築-運用にあたっての留意点 

システムを構築-運用する前に、次の点じついて確認してください。 


セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築するにあたり、「セットアップ」は必要不可欠なポイントです。 

セットアップを始める前にセットアップをどのような順唐で進めるべきか十分に檢討してく 
ださい。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを 
狂わせるばかりでなく、本装置が提供するシステム全体の安をした運用と機能を十分に発揮 
できな< なります。 

♦ くその1 > 運用方針と障害対策の検討 

本装置のハードウェアが提供する機能や採用するオペレーティングシステムじよって運 
用方針やセキュリティ、障害への対策方法が異なります。 

「特長 （2 ページ)」に示す本装置の八ードウェアが提供する機能を十分に利用したシステ 
ムを構築できるよう梭討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社および弊社営業担当にご相 
談されることもひとつの手だてです。 

♦ <その2> 八ードウェアのセットアップ 

本装置の電源を ON じできるまでのセットアップを確実に行います。この後の「システム 
のセットアップ」を始めるために運用時と同じ状態にセットアップしてください。詳し 
くは、10ページに示す手順に従ってください。 

八ードウェアのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周辺機器の接続に加 
えて、内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご使用じなる環境に合わせた 
パラメータの設定はオペレーティングシステムや管理用ソフトウェアと連携した機能を 
利用するために大切な手順のひとつです。 

♦ くその3> システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設定といったハードウェアのセットアップが終わった 
ら、オペレーティングシステムや管理用ソフトウェアのインストールに進みます。 

0 S をインストールの際には、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わ 
せしてください。 

セットアップには外付 DVD - ROM ドライブ（別売品）が必要となります。外付 DVD-ROM 
ドライブはモジュラーサーバの前面にある SUV 接続用コネクタに SUV ケーブルを接続 
し、 US 目ポートに接続してください。 

♦ <その4> システム情報のノ くックアップ 

「オフライン保守ユーティリティ」を使ってモジュラーサーバ上にある設定情報のバック 
アップを作ぶします。モジュラーサーバの故障などじよるパーツ交換後じじ(前と同じ状 
態にセットアップするためじ大切な手順です。 

詳しくは11ページをご覧ください。 
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各運用管理機能を利用するにあたって 

本装置で障害監視などの運用管理を行うには、オプションの N 8141 -49 モジュールエンク 
□—ジャ （ Iway ) に添付された ESMPRO / ServerManager 、 または別売の同ソフトウェア 
が必要となります。 

この後で説明するセットアップ手順、またはソフトウェアの説明書（別売の場合）じ従って 
をソフトウェアのインストール、および必要な設定を行ってください。 

ヴーノ (管理機能を利用するにあたって 

-メモリを巧換した場合は、 BIOS のコンフィグレーションが必要です。「システム BIOS 
(44 ぺージ')」を参照して 「Memory Configuration 」、「 Advanced 」 のを項目を設定し 
てください。 

- サーパのをコンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク/ファン）の使用状況の監視やオペ 
レーティングシステムのストール監視など、監視項目じよっては ESMPRO / 
ServerManager でしきい値などの設をが必要になります。詳細は、をソフトウェアじ 
関する説明やオンラインヘルプなどを参照してください。 
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お客様登録 


保証書に記載されている保証を受けるためには、ユーザ登録が必要です。 

インターネット （ ClubExpress サイト）よリユーザ登録を行ってください。ご登録いただく 
ことで、お問い合わせサービスなどを無料で受けることができます。 

http://club.express.nec.co.jp/ 


ま示がもをじ入りツールのヘルプ(が 


お客樣登録 


一 M きま反が 

むッづ ベ • 一- 


Ex リーズ 



わ客巧を録ガイド 

♦ わち: 炼を捕概を 
- 納をユーザを緑 

- ロヴイン 
- 巧入おを緑 
• 巧 入品を捕'ちが 一 ■ 


NEC ビジネス PC/PC サーバ お客様登録 


NEC PC ヴーバ （ Express 5800'ンリーブ)、ビジネス PCKMate & VereaPro ) をご！!入いただき IS にありがとうごさいます。 

8ををでは、わぎ待への巧吳品のご菜巧や巧入貨品の効果的なご吊1用をヴボートするためにわを得を録ヴーピスを実巧 
してわります。 

登録巧お巧にてご巧入いただいたお品をご登録いただけますので、ぜひお申し込みください* 

XVAUUESTyiR LaMe の滿巧せ知こつきましては ISIwamI こ巧レぶず • 地を こ技くだみ、 

I ご登沒いただ<と、巧の持巧ヴービスを提がいたします。 

issSSOO ンリーブを巧人品登録いただいた舟こは-- • 


Web テ: 


eb テクニカル巧 合わせ 
Express 故孤シリーズに！ 

なお、お P 乱をわせのさ樣につきましては一有柿腿なござ L ほす。詳し。まこちををご度ください。 

ェクスブレス巧巧サービス通巧レポート巧夏 

じクスブレス潑反ヴーピス J にご加入 L ホ:だし ra 巧端さ、巧ま裝品の巧報レポートミリアルタイム I こご確記しただけます。ェクスブレス巧 
節サービスにつきましては こちらび D 。 ぞ ご模くださし、。 


I ビジネス PC ( Mate & VersaPro 從巧入登録いただいたでには" 


I を員登録だけでも… 


JILDERSMt 


I 巧な登《•ログイン 


「Club Express 会員」のみなさま(こは、ご希望じより Express 5800シリーズをご利用になる 
上で役立つ情報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club 
Express のインターネットホームぺージにて紹介しております 0 是非、ご覧ください。 
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セットアップを始める前に 

セツトアップの順唐と参照するページを説明します。セツトアップは八ードウエアか6始め 
よ与 0 



次の順唐でハードウェアをセットアップします。 

1. ラックを設置する（ラックに添付の説明書を参照)。 

2. 別途購入したオプションをモジュールエンク□ージャに取り付ける（モジュールエ 
ンク□ジャユーザーズガイドを参照)。 

3. オプションのモジュールエンク□-ジャをラックに取り付ける（モジュールエンク 
□ジャ ユーザーズ ガイドを参照)。 

4. モジュラーサーバにオプションのメモリ （ DIMM ) を取り付ける（一38ページ)。 

己.モジュラーサーバにオプションの八ードディスクドライブを取り付ける（一41 
ぺージ)。 

目.モジュールエンク□ージャにモジュラーヴーバを取り付ける。 

7. 専用の DC 電源ケーブルをモジュールエンク□—ジャと EcoPowerGateway に接 
続する （ EcoPowerGateway ユーヴーズガイドを参照)。 

8. EcoPowerGateway の DC 出カスイッチを日 N する （ EcoPowerGateway ユー 
ザーズガイドを参照)。 

9. 八ードウェアの構成やシステムの用途に応じて BI 日 S の設定を変更する。 

44ページを参照してください。また、システム日時や時刻の調整も忘れずに巧つ 
てください。 
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システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をバックアップすることをお勤めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. US 目フ□ッピーディスクドライブ、または Flash FDD を SUV ケーブルを使用して 
モジュラーヴーノりこ接続する。 

SUV ケーブルは N 8181-49 モジュールエンク日ーツャ （ Iway ) に添付されていま 
す。 

SUV ケーブルへの接続じついては、27ページを参照してください。 

2. 「 EXPRESS 目 UILDER 」 DVD を本体装置の光ディスクドライブにセットして、再 
起動する。 

EXPRE % 目 UILDER から起動して 「Boot selection 」 メニューが表示されます。 

3. [Tool menu (Normal mode )] — [ Japanese ] - [Maintenance Utility 」 を 
選択する。 

4. [システム情報の管理]か 5 [退避]を選択する。 

じ(降は画面に表示されるメッセージじ従って処理を進めてください。 


W -0 オフライン保守ユーティリティではフ□ッピーディスクを使用した説明び 
メッセージに表示されますび本製品はフ□ッピーディスクドライプを内蔵し 
ていません。 

オプションの円 ash FDD を使用するか、 USB フ□ッピーディスクドライブを 
お持ちの方は USB フ□ッピーディスクドライブを使用してください。 








